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雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

対
話
会
で
は
、
急
速
な
高
齢
化

と
少
子
化
、
人
口
減
少
、
地
域
の

過
疎
化
な
ど
が
進
む
中
、
地
域
経

済
、
生
活
と
仕
事
の
両
立
、
公
共

交
通
、
教
育
拡
充
、
環
境
問
題
、

社
会
保
障
制
度
な
ど
持
続
可
能

な
社
会
基
盤
の
構
築
に
向
け
た

地
域
課
題
を
検
証
し
た
。 

要
請
に
対
す
る
主
な
回
答
は
、 

一
．
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
再
生 

①
補
助
金
・
諸
制
度
の
継
続 

Ａ 

国
の
支
援
が
五
年
間
延
長
、

ソ
フ
ト
支
援
、
残
さ
れ
た
事
業
に

国
・
県
と
連
携
し
取
り
組
む
。 

②
復
興
公
営
住
宅
の
賃
貸
料
免

措
置
の
期
間
延
長 

Ａ 

当
面
の
期
間
継
続
す
る
。 

③
健
康
事
業
団
体
へ
の
支
援
を 

Ａ 

被
災
者
等
の
心
の
ケ
ア
・
心

の
復
興
事
業
の
制
度
利
用
団
体

を
支
援
、
健
康
見
守
り
訪
問
の
実

施
、
後
継
者
の
育
成
支
援
、
な
ど 

④
教
職
員
の
加
配
措
置
等 

Ａ 

県
教
育
委
員
会
に
対
し
要

望
、
継
続
的
な
支
援
に
努
め
る
。 

一
二
月
二
二
日
、
シ
ー
パ
ル
大
船
渡
に
お
い
て
、
連
合
気
仙
「
二

〇
二
二
政
策
・
制
度
要
求
と
提
言
」
（
八
課
題
四
三
項
目)

の
自
治
体

要
請
に
対
す
る
大
船
渡
市
の
回
答
書
を
踏
ま
え
、
東
大
船
渡
市
議
会

議
員
、
連
合
岩
手
鈴
木
事
務
局
長
に
も
同
席
し
て
い
た
だ
き
、「
地
域

政
策
課
題
に
関
す
る
対
話
会
」
を
開
催
し
た
。 

二
．
コ
ロ
ナ
禍
の
支
援
対
策 

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
率
化 

Ａ 

気
仙
圏
域
の
医
療
提
供
体

制
の
確
保
、
国
の
方
針
に
沿
っ
て

速
や
か
・
適
切
に
対
応
す
る
。 

三
．
雇
用
の
安
定
と
労
働
者
施
策 

①
企
業
誘
致
、
地
場
産
業
の
育
成 

Ａ 

労
働
環
境
の
改
善
は
広
報

等
で
啓
発
、
製
造
業
や
運
輸
業
を

中
心
に
企
業
訪
問
し
立
地
意
向

把
握
、
企
業
立
地
奨
励
制
度
の
周

知
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど 

四
．
社
会
福
祉
、
保
健
医
療 

④
相
談
・
提
供
体
制
の
整
備 

Ａ 

各
種
相
談
は
、
地
域
包
括
支

援
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

対
応
、
入
居
待
機
者
ゼ
ロ
に
向
け

施
設
新
設
、
増
床
を
計
画
中
。 

五
．
教
育
の
拡
充
、
環
境
整
備 

④
学
校
配
分
予
算
等
の
対
策 

Ａ 

学
校
規
模
に
よ
り
配
分
、
徴

収
金
は
事
業
計
画
に
基
づ
き
算

定
し
、
随
時
、
協
議
し
て
い
る
。 

六
．
安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く
り 

⑤
公
共
交
通
、
交
通
弱
者
の
支
援 

Ａ 

運
転
免
許
証
を
持
た
な
い

七
五
歳
以
上
・
遠
隔
地
の
方
に
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助

成
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
模
索
中
。 

七
．
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根
絶 

①
偏
見
と
言
動
の
払
拭
対
策 

Ａ 

広
報
に
情
報
掲
載
、
図
書
展

の
啓
蒙
事
業
、
相
談
窓
口
の
設

置
、
婦
人
相
談
員
を
設
置
し
て
対

応
、
対
策
研
修
会
の
実
施
な
ど 

八
．
公
契
約
条
例
の
制
定 

①
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保 

Ａ 

条
例
に
は
、
最
賃
法
や
労
働

基
準
法
な
ど
、
国
の
権
限
に
属
す

る
事
項
が
含
ま
れ
、
国
の
法
整
備

等
が
優
先
さ
れ
る
と
考
え
る
。 

 

国
の
支
援
が
五
年
間
延
長
、
ソ
フ

ト
支
援
、
残
さ
れ
た
事
業
に
国
・

県
と
連
携
し
取
り
組
む
。 

②
復
興
公
営
住
宅
の
賃
貸
料
免

措
置
の
期
間
延
長 

Ａ 

当
面
の
期
間
継
続
す
る 

③
健
康
事
業
団
体
へ
の
支
援 

Ａ 

被
災
者
等
の
心
の
ケ
ア
・
心

の
復
興
事
業
の
制
度
利
用
団
体

を
支
援
、
交
流
会
の
実
施
な
ど 

し
て
い
る 

を
国
の
支
援
が
五
年
間
延
長
、
ソ

フ
ト
支
援
、
残
さ
れ
た
事
業
に

国
・
県
と
連
携
し
取
り
組
む
。 

②
復
興
公
営
住
宅
の
賃
貸
料
免

措
置
の
期
間
延
長 

Ａ 

当
面
の
期
間
継
続
す
る 

国
の
支
援
が
五
年
間
延
長
、
ソ
フ

ト
支
援
、
残
さ
れ
た
事
業
に
国
・

県
と
連
携
し
取
り
組
む
。 

②
復
興
公
営
住
宅
の
賃
貸
料
免

措
置
の
期
間
延
長 

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
し
、
も
う

す
ぐ
二
年
と
な
り
ま
す
。
当
初
手

探
り
だ
っ
た
感
染
症
対
策
は
定

型
化
し
、
収
束
に
向
け
て
日
常
生

活
を
営
む
た
め
の
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
長
期
化
に
よ
り
自
粛
疲
れ
と

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
慣
れ
に

加
え
、
多
く
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

が
で
て
き
て
お
り
、
少
し
ず
つ
生

活
に
変
化
が
起
き
て
い
る
印
象

が
あ
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で 

最
も
変
わ
っ
た 

こ
と
と
い
え
ば 

や
は
り
、
マ
ス 

ク
の
着
用
で
す 

よ
ね
。
以
前
は 

マ
ス
ク
を
し
て
い
る
人
は
風
邪

や
花
粉
症
の
人
と
い
う
印
象
で

し
た
が
、
現
在
は
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
き
ち
ん
と
着
用
し
て
い
る

印
象
で
す
。
マ
ス
ク
の
必
要
性
が

浸
透
し
て
か
ら
は
、
多
く
の
ブ
ラ

ン
ド
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
個
性

的
な
モ
チ
ー
フ
の
マ
ス
ク
を
提

案
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
驚

き
で
し
た
。
か
つ
て
薬
局
で
す
ら

入
手
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
不

織
布
の
使
い
捨
て
マ
ス
ク
も
、
今

で
は
ス
ー
パ
ー
で
買
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

一
方
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
意
外
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
飲
み

会
や
研
修
、
イ
ベ
ン
ト
、
雑
談
な

ど
は
減
り
ま
し
た
が
、
仕
事
を
す

る
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
前
と
変

わ
ら
な
い
と
答
え
た
人
が
半
分

以
上
い
る
そ
う
で
す
。 

明
確
な
目
的
が
あ
る
も
の
は

変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
合
理
化
が
進
む
昨
今
、
目
的

の
な
い
も
の
、
寛
容
な
社
会
の
方

が
生
き
て
い
き
や
す
い
と
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

昌
・
Ｈ 

日時 2022 年 1 月 13 日（木） 

開場 18:00 開会 18:30～  

会場 大船渡プラザホテル 

構成 来賓、構成単組、地協関連役員 

内容 活動の上映、単組紹介、抽選会 

会費 3,000 円/人 

※ 飲料はノンアルコール、 

コロナ過の状況により、開催 

縮小・中止も考慮を致します。 

 
 

◆連合気仙事務局の閉鎖◆ 

連合岩手の事務局休業に連動して、事

務局を閉鎖します。 

2021 年 12 月 29 日～ 
2022 年 1 月 4 日 

 
 
 
 
 

 

 

一
一
月
一
二
日
、
シ
ー
パ
ル
大

船
渡
に
お
い
て
、
第
三
三
回
定
期

大
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
に
は
連

合
岩
手
佐
々
木
会
長
・
鈴
木
事
務

局
長
、
推
薦
議
員
の
熊
谷
昭
浩
市

議
、
東
堅
市
市
議
、
労
福
団
体
の

皆
さ
ま
に
出
席
を
い
た
だ
い
た
。 

大
会
議
長
団
に
は
木
川
田
雄

一
代
議
員(

マ
イ
ヤ
労
組)

、
千
田

淳
代
議
員(

県
交
通
労
組)

を
選
出

し
た
後
、
梅
木
議
長
が
挨
拶
し
、

今
年
度
の
活
動
に
触
れ
な
が
ら

｢

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
新
し
い
生
活

様
式
を
手
に
入
れ
、
豊
か
で
安
全

で
、
安
心
の
出
来
る
社
会
を
め
ざ

し
て
日
々
の
活
動
を
盛
り
上
げ

よ
う
」
と
訴
え
た
。
来
賓
の
方
々

を
紹
介
し
て
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

大
船
渡
市
長
、
陸
前
高
田
市
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
た
。 

二
〇
二
一
年
度
活
動
報
告
を

確
認
し
、
二
〇
二
二
～
二
〇
二
三

年
運
動
方
針(

案)

、
予
算(

案)

な

ど
を
審
議
、
提
案
通
り
採
択
さ
れ

た
。
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
す

べ
て
の
働
く
仲
間
と
と
も
に｢

必

ず
そ
ば
に
い
る
存
在｣

と
し
て
の

連
合
運
動
を
切
り
拓
こ
う
！
と
、

ア
ピ
ー
ル(

案)

を
確
認
し
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
閉
め
た
。 

※
選
出
役
員
は
以
下
の
と
お
り 

議 

長 

梅
木 

傳(

Ｊ
Ｐ
労
組) 

副
議
長 

杉
山
智
基(

岩
教
組) 

〃 
 

伊
藤 

将(

開
発
労
組) 

事
務
局
長 

紺
野
千
鶴
子(

マ
イ
ヤ
労
組) 

〃
次
長 

角
地
雅
樹(

太
平
洋
セ) 

〃
次
長 

下
瀬
川
浩
平(

電
力
労
組) 

〃
次
長 

星 

正
和(

専
従) 

幹 

事 

石
橋
博
徳(

県
交
通
労
組)  

〃 
 

小
林
明
子(

マ
イ
ヤ
労
組) 

〃 
 

小
松
伸
浩(

マ
イ
ヤ
労
組) 

〃 
 

坂
本
容
子(

高
教
組) 

〃 
 

佐
藤 

祐(

龍
振
労
組) 

〃 
 

鈴
木
将
太(

三
栄
労
組) 

〃 
 

花
輪
美
月(

太
平
洋
セ) 

〃 
 

堀
尾
昌
史(

住
田
町
職) 

〃 
 

松
田
健
英(

星
和
労
組) 

〃 
 

村
上
紗
織(

労
金
労
組) 

会
計
監
査 

佐
々
木
直
人(

ユ
ア
テ
ッ
ク) 

〃 
 

高
橋
ゆ
か
り(

ボ
ン
マ
ッ
ク
ス) 

 

 

 

連合気仙青年委員会は、12 月７日、気仙教育

会館において、三浦光子労金大船渡支店長を来賓

に招き、第 1６回定期総会を開催した。 

大会議長団には、青木陽平代議員(星和工業労

組)、高橋聖貴代議員(東北電力労組)を選出、執

行部を代表して下瀬川委員長が挨拶、佐々木事務

局長提案の 2021 年度の活動報告、①社会参加

活動、②学習活動、③組織づくりと青年活動の活

性化の活動方針(案)を採択、役員改選(案)を承認

して下瀬川委員長のガンバロー三唱で定期総会

を閉じた。新役員は以下のとおり 

委員長 木村大輔(東北電力労組)、副委員長 

新沼秀一(JP 労組)、事務局長 黄川田悠介(太平

洋セメント労組)、幹事 新沼晧平(星和工業労

組)、鈴木健太郎(三栄工業労組)、人選中(岩教組) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


